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完 成 見 学 会

シェルターインクルーシブプレイス コパル

山形市にオープンしたシェルターインク
ルーシブプレイスコパル（山形市南部児童
遊戯施設）の完成見学会を開催致します。
美しい山並みに呼応する雲のような屋根が
特徴的な本施設は、「障がいの有無や、人種、
言語、家庭環境に関わらず、多様な個性や
背景を持った全ての子どもたちの遊びと学
びの場」という基本方針をもとに建築され
た、全国的にも事例の少ないインクルーシ
ブ施設です。この機会に是非ご覧下さい。
        株式会社シェルター
      代表取締役社長 木村仁大

設計・運営関係者の特別座談会を Youtube にて限定公開！

o+h
大西麻貴氏
百田有希氏

コパル 館長
色部正俊氏

1985 〜 2012 年 東根市・山形市内小学校教諭、 
13 年 山形市内小学校主幹教諭 、15 年  山形
市内小学校教頭 、20 年 山形市小学校教頭会
会長、 21 年 教職を早期退職。
現在、シェルターインクルーシブプレイス 
コパル館長を務める。

ヴォーチェ 代表社員
佐藤奈々子氏

Amame Associate Japan
代表取締役社長
天米一志氏

合同会社ヴォーチェ代表、社会福祉法人
ヴォーチェ理事長、山形県医療的ケア児支援
会議 委員、山形県医療的ケア児者・重症児
者の会理事、南陽市振興審議会委員、全国
重症児者デイサービス・ネットワーク理事、
夢の公園役員を務める。

1990 〜 2012 年 香川県まんのう町勤務、
20 年 Amame Associate Japan 設立。包括的
公共施設管理の手法や新しい PFI 手法導入等
の官民連携事業の実務経験を有し、地方公
共団体や民間企業の官民連携事業の支援や
各種勉強会の講師等を行っている。

大西麻貴／ 08 年 東京大学大学院工学系研究科
建築学専攻修士課程修了。現在、横浜国立大学
大学院 Y-GSA プロフェッサーアーキテクト。
百田有希／京都大学大学院工学研究科建築
学専攻修士課程修了。現在、横浜国立大学
非常勤講師。

※特別座談会ご視聴のみのお申し込みも可能です。
※順次、視聴 URL をご案内致します。

運営 児童発達支援 PFI 事業設計

事前申込制
参加費無料



10.11（火） ※受付開始は各回の 30 分前からです。
①10:00 〜 11:00 ②11:00 〜 12:00 ③13:00 〜 14:00 ④14:00 〜 15:00 ⑤15:00 〜 16:00

※お申し込み時にご希望の時間帯をお選び下さい。
※各回の定員 60 名を超えた時点でその回のお申し込みを締め切らせて頂く場合がございます。
※見学の際は、マスク着用・消毒・検温等、新型コロナウイルス感染症対策にご協力をお願い致します。
 また、状況に応じて申込制限や内容の変更を行う場合がございます。

〒990-2316 山形市大字片谷地 580-1
車：山形駅西口より約 20 分
  山形蔵王 IC より約 20 分
  山形上山 IC より約 10 分
電車：蔵王駅より徒歩約 10 分
バス：バス停『九中口』より徒歩約 3 分
※駐車可能台数に限りがございますので、お車で
 お越しの際は出来る限り乗り合いでお越し下さい。

アクセス

見学日時

申込締切 主催シェルターの HP よりお申し込みください。
右記二次元コードからもアクセス頂けます。

本見学会は事前申込制です。

www.shelter.inc本  社 ／ 山形市松栄1-5-13
東京支社 ／ 港区芝5-13-15 芝三田森ビル

tel.023-647-5200
tel.03-5418-8800 shelter.ig

10.4（火）

所 在 地／山形市
主要用途／児童福祉施設等
発 注 者／山形市
アドバイザー／パシフィックコンサルタンツ
PFI 事業者／夢の公園
構  造／ RC 造、S 造（一部木造屋根）
敷地面積／ 22,295.30 ㎡
建築面積／ 3,334.81 ㎡
延床面積／ 3,205.24 ㎡
階  数／地上 2 階 

■設計・工事監理
onishimaki + hyakudayuki / o+h
■建設
高木・シェルター特定 JV、Otias
石川建設産業、タカハシ電工
■維持管理
ALSOK 山形、太平ビルサービス山形支店
■運営
ヴォーチェ、アプルス、学校法人龍華学園
ミュージックセキュリティーズ、タイトー

建物概要

山形市が PFI 法に基づき実施する当事業は、10 社が出資して設立した特別目的会社 SPC「株式会社
夢の公園（代表企業：シェルター）」が施設の設計・建設・運営・維持管理を行います。

体育館 大型遊戯場

■平面と構造のダイアグラム

木製のドーム

3 次元曲面を再現する鉄骨トラスの屋根が
アーチのスラストを受ける

共用部と一体になった体育館と大型遊戯場RC のボリュームの中に閉じる必要がある部屋を配置

大型遊戯場

事務関係

WC

WC カフェ

多目的室

体育館

体育館
大型遊戯場

蔵王の風景を遮らない

閉じたボリュームの
連なりでスロープをつくる

屋外のスロープに、
ランドスケープが入り込む

屋内のスロープが、
体育館と大型遊戯場を繋ぐ

スロープが体育館の
ギャラリーにもなる

屋根と RC が近づくところにブレースを配置する
硬い屋根が水平力を  部まで引っ張り
RC に力を伝える

自由に配置される鉄骨柱

1F

2F

ROOF

スロープが
大きな滑り台へのアプローチになる

・駐車場や屋外の遊び場、 建物の内部を一体的にデザインし、一つのランドスケープとして計画。
・スロープで体育館や大型遊戯場をひとつながりの空間として回遊できる。
・鉄筋コンクリート造の上に鉄骨造と木造を組み合わせた屋根を設けるハイブリッド構造。最大 25ｍ 

スパンの山形市産カラマツ集成材のアーチ梁とラチス状に配置した鉄骨造でドーム空間を構成。

25ｍ

19ｍ


